七つの天
私は天国へ行きたいです。
この地上で何が起ころうとも、すべてが報われるものとなる一つのことは、死後、目を開けたときに自分が天にいることです。これは特別な考えや願いではないと思います。尋ねられれば、ほとんどの人が同じことを望むでしょう。私たちの世界の問題は、人類が天に行きたいと願っていることではありません。問題は、世の中でいくつもの「天国」が売り込まれていることです。そこで、宣伝されているさまざまな「天国」を検討し、これらと、私たちが真に召されているものとの違いが分かるようにしたいと思います。
1. 物質的な天
これは無神論者たちが目指している天国です。無神論者とは、この物理的な宇宙だけが存在するすべてであると信じる人々です。彼らにはさまざまな形や規模があります。例えば：
· 世俗的ヒューマニスト（人間が中心にある）
· 共産主義者（国家が中心にある）
· 進化論者（自然が中心にある）
種類にかかわらず、無神論者はこの地上で天の報いを求めます。それは名声、富、権力、快楽、高度な知的達成、さらには何らかの方法で世界をより良い場所にする喜びかもしれません。しかし、物質的な天とは、あなたが受けるもののすべてがこの人生においてここにあるというものです。なぜなら、この人生が終わった後には何もないからです。
2. 神秘的な天
神秘的な天は、ほとんどの東洋および極東の宗教が推奨する楽園です。それはヒンドゥー教徒、仏教徒、そしてアメリカ先住民、アフリカ人、南アメリカ人などのすべての古代自然宗教の天です。それは、ギリシャ人の古代の寓話や神々、女神たちの天です。あらゆる種類の神秘的な天においては、次のとおりです。
· あなたは宇宙の偉大な力に浸される、またはその中に飲み込まれる――（ヒンドゥー教ではそれをブラフマーと呼び、仏教徒はニルヴァーナと呼ぶ）
· あるいは、神々のパンテオンに加わる（ギリシャ人／先住民）
神秘的な天には、歴史的な根拠はありません。単に物語や伝説が絡み合い、世代から世代へと受け継がれてきたものです。神秘的な天の問題は、新しい宗教やその変種が生じるにつれて、その場所の性質や入るための条件が世代ごとに変化することです。
3. 地上の天国
私はイスラム教（ムスリムの宗教）の楽園を、地上の天の一つと呼んでいます。彼らの天国に対する見方は、無神論者たちの見方とは正反対です。
· 無神論者は地上に天国を求める
· イスラム教徒は天国に地上を求める
言い換えれば、その約束とは、自然界の制約がないことを除けば、地上の人生と非常によく似た来世です。例えば、おいしい食べ物、すばらしい仲間、イスラムの思想（シャリーア法――厳しい男性支配を特徴とする）の完全な勝利です。イスラム教の天国の特筆すべき特徴は、それが主に男性と彼らの人間的な欲望に訴えかけることです。彼らの見解では、天国には段階があり、神と共にいる最上位の段階に到達できるのはごく少数です。
4. 沈黙する天
沈黙する天とは、この世を悪く恐ろしい場所と見る人々の天です。それは、死を自分たちの第一の基準点とした人々の天です。
死は神秘であり、死は至高の体験であり、殺人と暴力は権力と悟りに至る道である。コロラド州のコロンバイン高校銃撃犯たちは、無言の天国を信じていた。なぜなら、罪のない十三人を殺して命を奪う栄光を一度味わうと、感情も意識もない、ただ死の静かな眠りがある無言の天国へと、互いを送り込んだからである。無言の天国とは、うつ状態にある人々や自殺を考えている人々が、この人生の苦痛に満ちた体験から逃れるために望む場所である。
5. セクト主義的な天
特別な教えを理解した、あるいは特定の「人間の」指導者に従っているから、自分たちだけが天国へ行くのだと考える人々は皆、分派的な天国へ行くことになります。自分と自分の特別な集団だけがそこへたどり着くのだということが、この行き先の中心的な教えであり、同時に訴えかけでもあります。例えば：
· モルモン教徒は、彼らの指導者であり創設者であるジョセフ・スミスの著作（1830年）によれば、宇宙の惑星に永遠に住民を増やしていくことになる
· エホバの証人には、彼らの創設者チャールズ・ラッセル（1872年）が推進した教えによれば、宗派的な天国に14万4:000人、そしてその数だけが入る
· 現代のユダの手紙ヤ教もまた、彼らの文化と民族だけが永遠の栄光へと復興されるという考えを推進している
自分が分派的な天国に向かっているかどうかを知る最大の手がかりは、通常、それが一人の人間、しかもごく普通の人間の考えに従った天国であるという事実です。
6. 世俗的な天国
宇宙そのものが永遠である（常に存在してきた）と信じる人もいます。彼らはそれを証明できず、それは論理と科学に反しています。しかし、それでもなお信じ、世俗的な天国を自分たちの信仰体系の基礎としています。
彼らはまた、歴史のすべてが循環しており、私たちはただ同じ出来事を永遠に繰り返しながら、ぐるぐる回り続けるのだと論じます。「ビッグバン」は始まりであると同時に終わりでもあり、すべてが絶えず新しくされ、終わりのない反復が続きます。これが、SF映画におけるタイムトラベルや時間トンネルの考え方の基礎となっています。そこでは、過去へ旅する主人公は、どんな出来事も変えることを禁じられています。なぜなら、そうするなら体系が崩壊してしまうからです。人間の存在についてこの循環理論を信じる人々にとって、運命が合言葉なのです。
この世界観における天国とは、歴史の流れに自分を合わせる能力、あるいは自分の霊的なバランス（例：陰陽）を見いだすことです。多くの宗教や自己認識・自己改善の体系は、宇宙における自分の「居場所」を見いだすために、周囲の世界と「一つ」になるというこの考えに基づいています。この終わりのない世界の中で自分がどこに適合するのかを学んだとき、あなたは世俗的な天国を見いだしたのです。
7. 第三の天
第三の天とは、聖書に記されている天のことです。コリント人への手紙第二 12:1-4で、パウロはこの場所について言及しています：
¹ こんな自慢話は全くむだなことですが、もう少し我慢してください。私の見た幻と、主から示されたことについてお話ししたいのです。
²³ 十四年前、私は天に引き上げられました。肉体のままか、それとも霊だけなのかとは聞かないでください。私にはわからないのです。答えられるのは、神おひとりです。しかしいずれにしても、私はパラダイスに引き上げられたのです。 ⁴ そこで、人間にはとうてい表現できない、驚くべきことを耳にしました。
- コリント人への手紙Ⅱ 12:1-4
彼はそれを「パラダイス」とも呼んでいることに注目してください。彼が指している人物は彼自身であり、その出来事とは、主がパウロにご自身を現された時であったのかもしれません。聖書に登場する他の人々も、なお人間の肉体にある間に、この霊的な次元を垣間見ることを許されました。例えば：
イザヤ書
¹ ウジヤ王の死んだ年に、私は主を見ました。主は高い御座に座っていましたが、神殿は栄光で満ちあふれていました。 ² 神の回りを、三対の翼のあるセラフィム（人間の罪をきよめる天使）が舞っていました。セラフィムは一対の翼で顔を覆い、一対で両足を覆い、残りの一対で飛んでいます。 ³ セラフィムは互いに歌いました。
「聖なる、聖なる、聖なるお方。それは天の軍勢の主。全地は主の栄光で満ちている。」
- イザヤ書 6:1-3
ヨハネ
それから、私が見ていると、天にある開かれた門が見えました。すると、聞き覚えのある、あの大きなラッパの響きのような声がして、こう語りかけました。「さあ、ここに上って来なさい。将来、必ず起こることを見せてあげましょう。」
- ヨハネの黙示録 4:1
新約聖書を注意深く調べると、天について最も多く言及しているのは、イエスご自身であることに気づくでしょう。イエスは通常、天について次の二つのうちの一つを語られます。
1. それは王国です。
つまり、そこには構造、統治、そして存在者たちの人口があります。
1. そこは、御子と父がお住まいになるところです。
これは、そこが御子が地上で示された力の源であることを示唆しています。
後に、イエスが神の御子としてイエスを信じる人々にとって、天が究極の報いであることにも言及しているのが分かります（ルカの福音書 6:23）。ペテロは、第一の手紙の中でそれを詳しく説明しています。
³ 主イエス・キリストの父なる神こそ、すべての賞賛を受けるにふさわしい方です。私たちは、神の測り知れないあわれみによって、新しく生まれ変わる特権を与えられ、神の家族の一員として迎えられたのです。そればかりか、キリストが死者の中から復活してくださったことにより、私たちは永遠のいのちの希望にあふれています。 ⁴ 神はご自分の子どもたちのために、朽ちることも消えることもない資産を約束してくださいました。それはあなたがたのために天にたくわえられているのです。
- ペテロの手紙Ⅰ 1:3-4
ペテロが述べている報いは、完全な状態です。
· 神との完全な平和
· 完全な徳
· 完全な存在／経験／理解
· 完全な喜び／力／すべてが永遠に完成される
· 不完全さの原因（サタンの影響／個人的な罪）がもはや存在しなくなるため、すべてが完全になる
イエスは十字架においてサタンを打ち破り、すべての罪を拭い去られました（ローマ人への手紙 6:10）。パウロが述べている第三の天とは、パラダイス、すなわち天の御国です――これらは聖書の天、神が御言葉において約束し、明らかにされた天を指しています。それは、言及されている他の天とは異なるだけでなく、これらと簡単に比較することによって、それが本質と約束においても優れていることが分かります。
1. それは物理的または物質的な場所ではありません。 イエスはヨハネの福音書 18:36で、「わたしの国はこの世のものではありません」と言われました。聖書はそれを金や宝石のような物理的なものにたとえています（黙示録）が、これはその美しさを描写するために用いられた比喩であって、実際の物質を示すものではありません。それは、この世が提供できるどんなものよりも、体験的にはるかに優れています。
1. それは、人間の夢によって作り出された神秘的な場所ではありません。 イエスは、ご自分がこの領域から来られ、この次元に戻られ、世の終わりに再び来られて、教会をこの場所へ導かれると言われています――そこへ至る道を導くことができるのは、ただイエスだけです（テサロニケ人への手紙第二 4:13-18）。イエスの天についての説明が正確であることを、私たちは知っています。なぜなら、イエスの復活がその信頼性を確立しているからです（ローマ人への手紙 1:4）。
1. 第三の天は、私たちの地上での経験とは完全に異なるものとなります。 イエスは、そこには結婚がない（死がないので、生殖の必要もない）と言われ、私たちは御使いのような姿を取ることになります（マタイの福音書 22:30）。より良いどころか、聖書に基づく天は、私たちの地上での経験とはまったく異なるものです。私たちは信仰によってそこへ移されます。なぜなら、ここには私たちをそこへ運ぶことのできる物理的な力も輸送手段もないからです。
1. 聖書に基づく天は、喜びに満ちた御使いたちと聖徒たちで満ちています。 そこには自己と他者についての認識があり、また神の臨在への感謝があります（ヨハネの黙示録 4:8-11）。天には平和がありますが、それは沈黙した、無意識の平和ではありません。戦争や憎しみの原因がなく、すべての者が互いに平和であるために、平和があるのです。
1. 第三の天に住むのは、ある一つの宗派や文化に属する少数の人々だけではなく、地上のあらゆる部族の人々です。富む者も貧しい者も、男も女も、黒人も白人も、その間のあらゆる肌の色の人々もいます。すべての者が共有する共通の経験は、キリストの血によって罪からきよめられ、死に至るまで忠実であり続けたということです。これは人間の命令や教えではなく、天の主、イエス・キリストの命令と教えです（マタイの福音書 28:18-20）。
1. キリストの天は永遠ですが、「永遠の物質」を唱える人々が推奨する循環的な意味での永遠ではありません。 彼らの物事の仕組みにおいては、善と悪の同じ順序を永遠に繰り返し、終わりのない踏み車の上で、すべてを繰り返す運命にあります。しかし、第三の天では、すべてが不完全さのない新しいものとされ、それがいつまでもこのようであるという保証があります（ヨハネの黙示録 21:21）。もしイエスが、弱い人間のからだを身にまとい、罪深い人々の間で、サタン自身から絶えず苦しめられる堕落した世界に住みながら、決して罪を犯されなかったのなら（ペテロの手紙第一 2:21-22）、これらの妨げが一つも存在しない場所で、イエスが私たちに与えることのできる存在の質を想像してみてください。
要約
今日、私たちの世界では多くの「天」が広められています。これは、光／知識の天使に変装したサタン（コリント人への手紙Ⅱ 11:14）が、人々を混乱させ、道から迷わせるための、もう一つの方法だと私は信じています。本当の天はただ一つであり、それは聖書に記されている天です。
これらのことを言うからといって、私たちは「分派的」なのではありません。なぜなら、この教えは、あるグルや預言者、宗教教師から出たものではないからです。第三の天が真の天であることを私たちは知っています。なぜなら、そこに行ったのはイエスだけであり（ヨハネ 8:23-24）、それを私たちに説明し、御自身の復活によってこの事実を確認されたからです。
これらの資格を持つ人はほかにおらず、自分の主張が真実であることを証明する膨大な証拠を持つ教師もほかにいません。ここでの大きな祝福は、第三の天がすべての人に提供されており、神がそれを隠しておられないことです。天の神は、御子イエス・キリストを通して、すべての人にそこで神と共にいる機会を提供しておられます。ここに、存在する唯一の天国への道があります。
1. 信じる。イエスが聖書の主張どおり、神の御子であることを信じ、他の人々の前でこれを認める用意をしなさい。使徒の働きパウロは次のように述べています。
なぜなら、もし自分の口で、「イエス・キリストは私の主です」と告白し、自分の心で、「神はイエス・キリストを死者の中から復活させてくださった」と信じるなら、あなたは救われるのです。
- ローマ人への手紙 10:9
2. 悔い改める あなたの罪を悔い改め、赦しを受けるためにバプテスマを受けなさい。あるいは、ペテロが説明しているように、
ペテロは答えました。「一人一人、罪の生活から悔い改めて神に立ち返りなさい。そして、罪を赦していただくために、イエス・キリストの名によってバプテスマ（洗礼）を受けなさい。そうすれば、聖霊という賜物をいただけます。
- 使徒の働き 2:38
その過程とは、単に心の中で信じたり、イエスがあなたの救い主であると認めたりすることではなく、最初の信仰から、バプテスマの水の中での最終的な服従に至るまでの全過程です――これが、天の神が私たちに行うよう命じられたことです。
これを行っていないなら、あなたは従っていません。これ以上のことを行っているなら、あなたは従っていません。もちろん、別の天を選ぶこともできます。それぞれに独自の約束があります。しかし、今イエスがおられるところにいたいなら、従うべき道は信仰、悔い改め、そしてバプテスマです。先延ばしにしないでください。第三の天とは違い、この世には終わりがあり、それが来ると明日はなく、裁きだけがあるからです（テサロニケ人への手紙第一 5:2-3）。
